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安全のために安全のために安全のために安全のために    

    
 

� チャックを安全に使用するには、正しい操作と定期的な点検が必要です。そのため、この取扱説明

書をよくお読みになり、十分理解した上でチャックをお使いください。 

 

� この取扱説明書の指示や警告に従わない場合、負傷や死亡のような人身事故につながります。 

 

� 本製品がお客様により不適当に使用されたり、本書の内容に従わずに取り扱われたり、または理研

精機指定の者以外の第三者により修理、変更されたこと等に起因して生じた損害等につきましては

責任を負いかねますのでご了承ください。 

 

� 部品交換が必要のときは理研精機（株）へ注文してください。理研精機製品、または理研精機指定

品以外の部品を装着してトラブルが発生した場合、責任を負いかねますのでご了承ください。 

 

� チャックについてのお問い合わせは理研精機（株）または、販売店へお願いします。 
 

� 本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。 

 

    

    

警告表示の説明警告表示の説明警告表示の説明警告表示の説明    

        
この表示の注意事項を守らないと、負傷や死亡のような人身事故が発生しま

す。 
 

 

 

この表示の注意事項を守らないと、チャックの破損や故障が発生します。 

 

 

 

       なお、 に記載した内容でも、状況によっては重大な結果に結びつく  

       可能があります。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警告 

警告 

注意 

注意 
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下記の注意事項を守らないと、負傷や死亡のような人身事故が発生します。    

 

 

    
1. キャップナット端面のビスは必ず締め上げて下さい。締め上げてないとキャップナットが緩み、ワーク

の仕上精度に悪影響を与えるばかりでなく、最悪の場合、ワーク又はキャップナットが外れて、作業者

や近くにいる人に当たり、致命的な傷害を負わせる恐れがあります。 

 

2. 油圧が２．９ＭＰａ(３０ｋｇｆ／ｃｍ２)以上の高い設定で使用されると、チャック本体が破損し、把

握力がなくなり回転中であればワーク等が外れて、作業者や近くにいる人に当たり、致命的な負傷を負

わせる恐れがあります。 

 

 

 

 

下記の注意事項を守らないとチャック本体の破損、故障、及び加工ワークの不良が

発生します。    

    

1 .  ＶＯＣ本体の配管は、ゴムホースを使用してください。    
柔軟性をもたせないとチャック本体をこじる原因となりオイルシールやローラーベアリングに無理が

かかり、異常温度上昇、早期摩耗及び油漏れ等が発生します。 

鉄パイプを使用する場合は、チャック本体から３００～４００ｍｍは必ずゴムホースを使用し柔軟性

を持たせてください。 

    
2. 回転止め棒は回転止め駒の穴の中でガタつく状態にして下さい。ガタつきのない状態では固定部と回転

部に無理がかかり、本体が破損する場合があります。 

    
3 .  ドレーンホースは、チャック本体内のドレン油がスムースに流れるようにホースを配管してください。

曲がりがきつかったり、ドレン接手のホース取り付け部よりホースが高く配管されますと、チャック本

体内に圧力がかかり、油洩れが発生します。    
 

4 .  固定リング外周（アルミの部分）及び両端の黒いカバーの部分は絶対叩かないで下さい。破損、又は変

形を起こします。 

 

5 .  使用中にチャック本体温度が６０℃を超える場合、オイルクーラーを使用し供給油の温度を下げる必要

があります。そのまま使用しますと、オイルシールの早期損傷、作動油の劣化等による不具合が発生し

ます。 
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１、ＶＯＣ油圧パワーチャックの特徴１、ＶＯＣ油圧パワーチャックの特徴１、ＶＯＣ油圧パワーチャックの特徴１、ＶＯＣ油圧パワーチャックの特徴 
 

1. 回転シリンダーは不用です。 

油圧シリンダーをチャック本体内に内蔵して

おります。 

2. バー材加工に最適です。 

チャック本体は中空構造となっており、使用

コレットは理研標準静止型を使用します。 

3. 使用コレットチャックはＳＡＤ、ＲＯ－ＦＥ、

ＨＮＣと共用です。 
 

２、各部の名称２、各部の名称２、各部の名称２、各部の名称    
   右図参照 

    

    

    

３、ＶＯＣ油圧パワーチャックの構造３、ＶＯＣ油圧パワーチャックの構造３、ＶＯＣ油圧パワーチャックの構造３、ＶＯＣ油圧パワーチャックの構造 

1. 内蔵された油圧シリンダーにより、スリーブを前進させてクランプ、後退させてアンクランプしま

す。 

2. 油圧ポンプより吐出される圧油は四方切換弁の操作により、フレキシブルホースを通ってチャック

のクランプ側またはアンクランプ側に送られます。その操作によりスリーブを前進、及び後退させ、

ワークをクランプ、及びアンクランプします。 

3. 構造は固定部と回転部とで構成され、固定部にはシリンダーを操作するため２ケ所のホース接続口

と回転部からの漏れ油を油タンクへ戻すため、ドレン口が１ケ所あります。尚ドレン接手は固定部

の僅かなトルクを支える回転止め棒と一体になっています。 

4. 固定部と回転部には極めて狭い隙間を流れる油を利用し潤滑していますので金属接触は全くなく、

又この漏油はベアリングの潤滑に利用されドレンホースを通って油タンクにもどされます。 

5. 回転部はオイルシールによりシールされています。更に外側にカバーが取り付けてありますので作

業中の切削油や切粉の侵入を防止しています。 

6. クランプ側は２段シリンダー構造でありコレットチャックを介して強力なワーククランプを行いま

す。アンクランプ側は１段シリンダー構造です。 

7. クランプ力はポンプユニットの圧力を調整して行います。４方切換弁に電磁弁を使用することもで

きます。 

 



 - 4 -

４、部品の説明部品の説明部品の説明部品の説明 

   （１）チャックマスター 

         主要部品のひとつであり、機械の主軸端に取り付けます。 

   （２）スリーブ 

          主要部品のひとつであり、油圧を介して前進、後退します。 

   （３）キャップナット 

          コレットチャックの軸方向位置を拘束します。 

   （４）固定リングＡ                                   

          前後にオイルシールが、側面にドレン接手がセットされたチャックの固定部分です。 

   （５）固定リングＢ 

          ベアリングのアウターレース部で、作動油供給用の油溝があるチャックの固定部分です。 

   （６）シリンダー壁 

          チャックマスターの内部に止めネジで固定されています。 

   （７）二段ピストン 

          クランプ時の受圧面積を増加させる働きをしています。 

   （８）スラスト受け 

          ローラーベアリングのスラスト荷重を受けています。  

   （９）継手 

          作動油のホースの接続口です。クランプ側、アンクランプ側として２カ所あります。 

  （１０）回転止め棒 

           チャックの固定部分を回転動作より拘束する働きをします。 

  （１１）ローラーベアリング 

           複数のコロとリテーナーで構成されています。 

  （１２）オイルシール 

           外部への油漏れを防ぐ働きをします。 

           

    

５、取り付け、芯出し調整５、取り付け、芯出し調整５、取り付け、芯出し調整５、取り付け、芯出し調整    
 

（１）取り付け 

① ＶＯＣ油圧パワーチャックを機械に取り付けるにはフランジが必要です。フランジの端面は機械に

取り付けたときの振れ精度が０．００３以内になるように仕上げて下さい。 

 

② 回転止め棒が真下にくるように取り付けて下さい。 

 

回転止め棒は回転止め駒の穴の中でガタつく状態にして下さい。ガタつきのない状

態では固定部と回転部にカジリを生ずる場合があり、チャック本体破損の原因とな

ります。 

 

 

注意 



 - 5 -

③ 配管について 

配管に使用するホース、パイプ、継手等は、ＶＯＣ油圧パワーチャックの最高使用圧力    

２．９ＭＰａ(３０ｋｇf／ｃｍ２)に充分耐えうるものを使用し、洗浄後接続して下さい。 

配管用のホースやドレンホースはチャック本体を自由状態に保つため柔軟性のあるゴムホースを

使用して下さい。 

 

ゴムホースを使用しないとチャック本体をこじる原因となりオイルシールやローラ

ーベアリングに無理がかかり温度上昇、早期摩耗及び油漏れが発生します。      

鉄パイプを使用する場合は、チャック本体から３００～４００ｍｍは必ずゴムホースを使用して

ください。 

 

④ 油タンクのドレン配管はφ１９の透明なワイヤー入りのホースを使用して下さい。 

 

ドレーンホースは下図の“○”のように、チャック本体内のドレン油がスムースに流

れるようにホースを配管して下さい。曲がりがきつかったり、ドレン接手よりホー

スが高く配管されますと、チャック本体より油洩れが発生します。     

（２）芯出し調整 

① 芯出し可能なフランジ、又はチャック本体を叩き出しにて芯出し調整をしますが、まず叩き出しを

する物の取付ボルトの締め付け具合を軽く叩いて動く程度に調節します。 

② スリーブの内径テーパー部にダイヤルゲージを当て、その振れを見ながらスリーブのツバ部を軽く

叩き、可能な限り芯出しを行って下さい。精度が出たら軽く締めているボルトを強く締め上げて下

さい。(締め付けトルクは「１３ 別表」(10頁)を参照) 

 

固定リング外周（アルミの部分）及び両端の黒いカバーの部分は絶対叩かないで下

さい。破損、又は変形を起こします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

注意 

 

注意 

 



 - 6 -

６、推力、把握力について６、推力、把握力について６、推力、把握力について６、推力、把握力について 

① 推力について 

          ＶＯＣ油圧パワーチャックの推力は 

          次の式で表されます。                  

          尚、受圧面積は、右表に示します。     

  

          Ｆ＝ ０．１×Ａ×Ｐ  

  Ｆ：推力（kN） 

                        Ａ：受圧面積（cm２） 

                        Ｐ：油圧（MPa） 

                           （但し、Ｐ≦２．９）    

② 把握力について 

把握力（Ｗ）と推力（Ｆ）との間には次の近似式が成立しています。 

          Ｗ  ＝  ２.２９×Ｆ 

 

           

      

 

 

    

    

    

    

７、コレットチャックの交換７、コレットチャックの交換７、コレットチャックの交換７、コレットチャックの交換 

① コレットチャックの交換は次の順序で行います。 

② 操作バルブは緩め側に切り換える。 

③ 付属の六角棒スパナによりキャップナット端面のビスを１回転反時計方向に回して緩めます。 

④ 付属のレンチによりキャップナットを反時計方向に回して外します。 

⑤ コレットチャックを取り出します。 

⑥ チャックマスターのネジ部やスリーブ内部の異物を取り除いてから必要なコレットチャックを挿入し

ます。 

⑦ キャップナットをネジ込み、レンチで強く締め上げます。端面のビスを六角棒スパナで締め上げます。 

(キャップナット締め付けトルクは「１３ 別表」(10頁)を参照) 

 

キャップナット端面のビスは必ず締め上げて下さい。締め上げてないとキャップ

ナットが緩み、ワークの仕上精度に悪影響を与えるばかりでなく、最悪の場合、

ワーク又はキャップナットが外れて、作業者や近くにいる人に致命的な傷害を負

            わせる恐れがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本体タイプ 受圧面積Ａ (cm２) 

ＶＯＣー２５ ７５.２ 

ＶＯＣー４０ １３２.５ 

ＶＯＣ－６５ １７７.３ 

警告 
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８、油圧ポンプユニットの選定と注意事項８、油圧ポンプユニットの選定と注意事項８、油圧ポンプユニットの選定と注意事項８、油圧ポンプユニットの選定と注意事項 

① 油圧ポンプユニットはチャック本体１台につき下表に示す吐出量の油圧ポンプを使用して下さい。 

   

 

 

 

② チャック本体１台で油圧ポンプ１台の組合せで使用願います。 

 

③ 油圧ポンプユニットの圧力は最大２．９ＭＰａ(３０ｋｇｆ／ｃｍ２)を必ず守って下さい。ワークの

切削トルク、ワーク形状等に合わせ、調節を行って下さい。 

 

油圧が２．９ＭＰａ(３０ｋｇｆ／ｃｍ２)以上の高い設定で使用されると、チャッ

ク本体が破損し、把握力がなくなり回転中であればワーク等が外れ、作業者や近く

にいる人に致命的な負傷を与えます。 

 

使用に際し、チャック本体温度が６０℃を超える場合、オイルクーラーを油圧ポン

プユニットに取り付け、温度上昇を防ぐ必要があります。 

そのまま使用しますと、オイルシールの早期損傷、作動油の早期劣化等による  

           不具合が発生します。 

④ 油圧ポンプユニットの注意事項については油圧ポンプユニットの取扱説明書に従って下さい。 

 

 

９、運転調整について９、運転調整について９、運転調整について９、運転調整について    
① 配管したホースが確実に取り付けられているか、確認願います。 

② チャック本体を回転させる前に５～１０分作動油を循環させて下さい。 

③ チャク本体の回転は低速から徐々に必要回転数へと上げていって下さい。 

④ 但し、最高回転数以内で使用願います。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

                                 吐出量単位 ＝ l/min 

チャック本体型式 ＶＯＣ－２５ ＶＯＣ－４０ ＶＯＣ－６５ 

油圧ﾎﾟﾝﾌﾟ吐出量 １２ １８ ２５ 

警告 

注意 
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ｌ０、オイルシールの交換についてｌ０、オイルシールの交換についてｌ０、オイルシールの交換についてｌ０、オイルシールの交換について 

オイルシールは消耗品です。摩耗により油漏れが発生したと

きは次の順序で交換して下さい。 

     

 オイルシールの外し方オイルシールの外し方オイルシールの外し方オイルシールの外し方 

① ＃１６カバー取り付けネジを外し、カバーＡ、Ｂ、Ｃを

外します。 

② ＃１７スラスト受け取付ネジを外し、＃７スラスト受け

をチャック本体より抜き取ります。 

③ 固定部（＃６－１、＃６－２）を両手で持ち上げ、チャ

ック本体より取り外す。 

（ローラーベアリングのローラーがバラバラと落ちるた

め、受け皿等の上で作業すると良い。） 

④ オイルシールを固定リングＡより外す。        

（参考）                        (オイルシールの外し方) 

オイルシールを外す方法としては、図１０－１のよう

に厚さ３ｍｍ程度の鉄板を用い、固定りングとオイル

シールの間に差込みテコの作用でオイルシールを浮き

上がらせます。 

これを円周方向に位置を変えながら行い最終的にオイ

ルシールを外します。 

 

  オイルシールの組み付け方オイルシールの組み付け方オイルシールの組み付け方オイルシールの組み付け方 

① 組付の前にローラーベアリングのローラーとリテーナーを洗浄し、オイルシールの回転接触部分に

グリースを塗布する。 

② 固定リングＡに後側のオイルシールを挿入する。前側はまだ付けない。 

（プラスチックハンマー等で軽く叩きながら、固定リングＡの端面とオイルシールの面が一致する

ところまで挿入する。） 

③ チャック本体の後側にローラーベアリングをセットする。 

（グリースを塗布して、ローラーの脱落を防ぐ。） 

④ これに片側のオイルシールをセットした固定リングを本体に組み込む。 

⑤ 前側のローラーベアリングをセットする。 

⑥ ＃７スラスト受けを取り付け、＃１７のネジを締め付ける。 

（スラスト受けを取り付ける際、＃１７ネジのトガリ部分が入るザグリ穴を合わせてください。） 

 

１１、アフターサービスについて１１、アフターサービスについて１１、アフターサービスについて１１、アフターサービスについて 

 ＶＯＣチャックの問い合わせについては、理研精機（株）または販売店までお申し付け下さい。 

 製造元 

 

〒947-8555 新潟県小千谷市大字薭生
ひ う

乙664 

TEL (0258)82-4121（代） 

(0258)82-4123（チャック事業部） 

FAX (0258)82-9996 

E-mail: collet@rikenseiki.co.jp 

                                      URL http://www.rikenseiki.co.jp 
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ＮＯ， 部品名 ＶＯＣ－２５ ＶＯＣ－４０ ＶＯＣ－６５ 
１ チャックマスター ＶＯＣ－２５用   ① ＶＯＣ－４０用   ① ＶＯＣ－６５用   ① 
２ スリーブ ＶＯＣ－２５用   ① ＶＯＣ－４０用   ① ＶＯＣ－６５用   ① 
３ キャップナット ＶＯＣ－２５用   ① ＶＯＣ－４０用   ①  ＶＯＣ－６５用   ① 
４ 固定リングＡ ＶＯＣ－２５用   ① ＶＯＣ－４０用   ① ＶＯＣ－６５用   ① 
５ 固定リングＢ ＶＯＣ－２５用   ① ＶＯＣ－４０用   ① ＶＯＣ－６５用   ① 
６ シリンダー壁 ＶＯＣ－２５用   ① ＶＯＣ－４０用   ① ＶＯＣ－６５用   ① 
７ ２段ピストン ＶＯＣ－２５用   ① ＶＯＣ－４０用   ① ＶＯＣ－６５用   ① 
８ スラスト受 ＶＯＣ－２５用   ① ＶＯＣ－４０用   ① ＶＯＣ－６５用   ① 
９ カバーＡ ＶＯＣ－２５用   ① ＶＯＣ－４０用   ① ＶＯＣ－６５用   ① 

１０ カバーＢ ＶＯＣ－２５用   ① ＶＯＣ－４０用   ① ＶＯＣ－６５用   ① 
１１ カバーＣ ＶＯＣ－２５用   ① ＶＯＣ－４０用   ① ＶＯＣ－６５用   ① 
１２ 継手 ３タイプ共通    ② ３タイプ共通    ② ３タイプ共通    ② 
１３ 回転止め棒 ＶＯＣ－２５用   ① ＶＯＣ－４０用   ① ＶＯＣ－６５用   ① 
１４ ドレンプラグ ＶＯＣ－２５用   ① ＶＯＣ－４０用   ① ＶＯＣ－６５用   ① 
１５ 吸付防止リング ＶＯＣ－２５用   ① ＶＯＣ－４０用   ① ＶＯＣ－６５用   ① 
１６ スリーブ回り止め ＶＯＣ－４０と共通 ① ＶＯＣ－２５と共通 ① ＶＯＣ－６５用   ① 
１７ 回転止め駒 ３タイプ共通    ① ３タイプ共通    ① ３タイプ共通    ① 
１８ レンチ ＶＯＣ－２５用   ① ＶＯＣ－４０用   ① ＶＯＣ－６５用   ① 
１９ ローラーベアリング ＶＯＣ－２５用   ② ＶＯＣ－４０用   ② ＶＯＣ－６５用   ② 
２０ オイルシール ＶＯＣ－２５用   ② ＶＯＣ－４０用   ② ＶＯＣ－６５用   ② 
２１ ６角穴付プラグ ＰＴ１／８     ② ＰＴ１／８     ② ＰＴ１／８     ② 
２２ ６角ボルト Ｍ８×２２     ③ Ｍ１０×３５    ③ Ｍ１２×３５    ③ 
２３ ６角ボルト Ｍ１０×５０    ② Ｍ１０×５０    ② Ｍ１０×５０    ② 
２４ ６角穴付ボルト Ｍ６×１０     ③  Ｍ６×１０     ③ Ｍ６×１０     ③ 
２５ 十字穴付丸子ネジ Ｍ４×５      ⑨ Ｍ４×５      ⑨  Ｍ４×５      ⑨ 
２６ ６角穴付止めネジ(ﾄｶﾞﾘ先) Ｍ６×１０     ⑫ Ｍ６×１０     ⑫ Ｍ６×１４     ⑥ 
２７ ６角穴付止めネジ(ﾄｶﾞﾘ先) 不要         不要 Ｍ６×１０     ⑥ 
２８ ６角穴付止めネジ(平先) Ｍ６×１０     ⑥ Ｍ６×１０     ⑥ Ｍ６×１０     ⑥ 
２９ ６角穴付止めネジ(平先) Ｍ８×８      ①  Ｍ８×１０     ① Ｍ８×１０     ① 
３０ スナップリング Ｓ－４０      ① Ｓ－６０      ① Ｓ－９０      ① 
３１ スナップリング Ｒ－４５      ① Ｒ－６５      ①  Ｒ－９５      ①  
３２ 平座金 Ｍ８用       ③ Ｍ１０用      ③ Ｍ１２用      ③ 
３３ Ｏリング Ｐ－４０      ① Ｐ－６０      ① Ｐ－９０      ① 
３４ Ｏリング Ｐ－４５      ① Ｐ－６５      ① Ｐ－９５      ① 
３５ Ｏリング Ｐ－７０      ① Ｐ－１００     ① Ｐ－１３０     ① 
３６ Ｏリング Ｐ－７５      ①  Ｐ－１０５     ① Ｐ－１３５     ① 
３７ Ｏリング Ｇ－４５      ① Ｇ－６５      ① Ｇ－９５      ① 
３８ Ｏリング Ｇ－７５      ① Ｇ－１０５     ① Ｇ－１３５     ① 
３９ Ｏリング Ｇ－１００     ① Ｇ－１３０     ① Ｇ－１６０     ① 
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５（２）項 取り付けボルト締め付けトルク 

チャック本体型式 ＶＯＣ－２５ ＶＯＣ－４０ ＶＯＣ－６５ 

ボルトサイズ Ｍ８ Ｍ１０ Ｍ１２ 

トルク N･m(kgf･m) 29.4(3) 63.7(6.5) 112.7(11.5) 

 

 

７⑦項 キャップナット締め付けトルク 

チャック本体型式 ＶＯＣ－２５ ＶＯＣ－４０ ＶＯＣ－６５ 

トルク N･m(kgf･m) 49(5) 98(10) 147(15) 

 




